
サクラやモモ、ウメなど
バラ科の樹木である。

フラスが出ている。

うどん状または粒状の
フラスである。

木に葉がついている。
（６月～８月確認時点）

クビアカツヤカミキリの被害は
ありません。
木自体が枯れていて、安全性が
心配である場合は、伐採も検討
してください。
※町有地である場合は情報提供
してください。

対策Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄを
お願いします。

クビアカツヤカミキリの
「被害あり」と判断します。

枯れている可能性があります。
倒れることもあるので、
〈対策Ｅ〉被害木の伐採、処分
を検討してください。

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

○確認・防除の手順

★クビアカツヤカミキリの「被害あり」と判断
される場合は木の状態を確認してください。

※〈対策Ｄ〉散布式殺虫剤による防除は、
付近のバラ科樹木に被害を拡大させな
いための対策法です。ご協力いただけ
ますと被害拡大防止につながります。

○注意事項

・木の幹や付近に成虫を見つけたら、持ち帰らずその場で捕殺してください。
※特定外来生物であるクビアカツヤカミキリを人の手で移動させると罰せられ
ることがあります。
・脱出孔があったり、樹液が複数箇所から吹き出したりしていることも
クビアカツヤカミキリの目印になります。



奈良県クビアカツヤカミキリ確認マニュアル ｐ９



○防除方法 

 

〈対策Ａ〉 スプレー式殺虫剤による防除（発生初期の防除） 

被害の発生初期に、樹木内を食害する幼虫を駆除する方法です。 

【時期】 ３月末～１０月末（フラスが排出される時期） 

【用意するもの】 スプレー式殺虫剤・千枚通しや針金（とがっていて、ある程度長さがあるもの） 

 

〈対策Ｂ〉 ネット巻による防除 

成虫発生時期に、ネットを巻くことで、木の中にいた幼虫が成虫になって飛散するのを防ぐ。 

【時期】 ６月～８月頃（成虫の野外発生時期） 

【用意するもの】 目合い４ｍｍ以下のネット・ガンタッカー・ひも・ホッチキス・結束バンド・Ｕ字ピン・ 

ハンマー等 

 

〈対策Ｃ〉 樹幹注入による防除（発生初期の防除） 

樹木が根から水を吸い上げる力を利用して、薬液を樹幹内にいきわたらせ、幼虫を駆除する。 

【時期】 ４月下旬～９月末頃（新葉がついてから落葉するまで） 

【用意するもの】 樹幹式殺虫剤・注入器（必要に応じて）・電動ドリル・メジャー・傷口癒合剤・ 

ゴム手袋・ゴーグル・マスク 

 

〈対策Ｄ〉 散布式殺虫剤による防除 

幹や根に殺虫剤を散布して、飛来した成虫や孵化直後の幼虫を駆除する。 

【時期】 ６月～８月頃（成虫の野外発生時期） 

【用意するもの】 散布式殺虫剤・噴霧器など薬剤を吹き付けることができるもの・ゴム手袋・ 

ゴーグル・マスク・雨カッパなどの防護衣 

 

〈対策Ｅ〉 被害木の伐採、処分 

被害木を伐採し、粉砕あるいは焼却処分することで、樹木内部の幼虫を完全に駆除する。 

【時期】 ９月～翌年４月頃（成虫の脱出時期以外） 
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Ⅲ.防除対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．スプレー式殺虫剤による防除（発生初期の防除）  

被害の発生初期に、樹木内を食害する幼虫を駆除します。  

 

【用意するもの】 

スプレー式殺虫剤、千枚通し、ブラシ、マイナスドライバー、針金  

 

【手法】 

①  フラスの排出孔を探す  

・フラスが排出されている枝や幹をブラシなどで掃除し、排出孔を探す。  

②  孔内のフラスをかきだす  

・千枚通しなどを使ってフラスをかきだす。  

・可能であれば、マイナスドライバー等で孔を広げて幼虫を取り出すか、  

針金で幼虫を刺殺する。  

③  殺虫剤を注入する  

・殺虫剤が孔からあふれ出るまで注入する。  

※使用できる薬剤については、登録農薬リスト（p.14）を参照  

④  経過観察  

・おおむね 1 週間後に、再びフラスが出ていないか確認する。  

・フラスがでている場合は①～③の作業を繰り返し行う。  

※殺虫剤ごとに、使用回数や使用方法が定めれていますので、ラベル

をよく読んで使用しましょう。  

 

a0303
テキストボックス
対策Ａ

a0303
テキストボックス
奈良県クビアカツヤカミキリ確認マニュアル　ｐ１０
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２．ネット巻きによる防除  

成虫発生時期に、ネットを巻いて成虫が飛散するのを防ぎます。  

※あくまで飛散防止目的です。防除は別の方法で行ってください。  

 

【用意するもの】 

目合い４ｍｍ以下のネット、ガンタッカー、ひも、ホッチキス、結束バンド、ペグ、

ハンマー等  

 

【手法】 

①  ネットを樹幹に巻き固定する  

・ネットを巻き付けて、ガンタッカーで上部を固定し、ひもでしばる。  

・幹とネットの間は十分に余裕をもたせるように巻き付ける。  

②  ネットの開口部をとじる  

・ホッチキス、結束バンド等で隙間ができないように閉じる。  

③  ネット下部をペグ等で地面に固定する  

④  経過観察  

・定期的に見回りを行い、ネット内で成虫が羽化していたら捕殺する。  

・フラスが大量に出ているようであれば、ネットをあけてスプレー式殺虫剤  

などを注入し、幼虫を駆除する。  

こまめな見回りと捕殺が必要  

上部、下部に隙間を作らない  

a0303
テキストボックス
対策Ｂ

a0303
テキストボックス
奈良県クビアカツヤカミキリ確認マニュアル　ｐ１１
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３．樹幹注入式殺虫剤による防除  

４．散布式殺虫剤よる防除  

樹木が根から水を吸い上げる力を利用して、薬液を樹幹内にいきわたらせ、幼虫を駆除

します。  

 

【時期】 

・通年（薬剤によっては新葉展開後～落葉期）  

【用意するもの】 

樹幹式殺虫剤、注入器（必要に応じて）、電動ドリル、メジャー、傷口癒合剤、ゴム

手袋、ゴーグル、マスク  

 

【手法】 

①  樹体の地際部に穴を開け、木の太さに応じた薬液量を注入する。  

②  殺虫剤が浸透したことを確認して、注入孔を傷口癒合剤でふさぐ。  

 

※被害が激しい木や、樹勢が衰えた（葉が少ない）木では効果が低いので、できるだけ

被害の初期に使う。  

幹や枝に殺虫剤を散布して、飛来した成虫や孵化直後の幼虫を駆除します。  

 

【時期】 

・6 月～8 月（成虫の野外発生時期）に複数回  

 

【用意するもの】 

散布式殺虫剤、噴霧器、バケツ、ゴム手袋、ゴーグル、マスク、雨カッパなど防護衣  

 

【手法】 

①  樹皮の割目や幹の窪みを含む木全体に薬剤を散布する。  

※使用できる薬剤については、関係機関に相談する。  

 

樹幹注入の様子  

a0303
テキストボックス
対策Ｄ

a0303
テキストボックス
対策Ｃ

a0303
テキストボックス
奈良県クビアカツヤカミキリ確認マニュアル　ｐ１２
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５．被害木の伐採、処分  

被害木を伐採し、破砕あるいは焼却処分することで、樹木内部の幼虫を完全に駆除します。 

 

【時期】 

・９月～翌年 4 月（成虫の脱出時期以外）  

 

【手法】 

①  伐採  

・被害木を伐採する。可能であれば切り株も堀り取る。  

・切り株を残す場合は２年程度ネット等で覆い、切り株が完全に腐るまで続ける。  

ネット内に成虫を見つけたら捕殺する。  

 

②  処分  

・市町村の清掃工場で焼却可能な場合は、ネット又はビニールシートで二重に覆って

飛散防止措置をした上で運搬し、運搬後は直ちに焼却処分を行う。  

・焼却ができない場合は、現地でチッパーにより破砕、又は近隣のチップ工場で破砕  

する。  

・チップは１０ｍｍ以下とすること。  

 

 

※直ちに焼却又破砕を行うことが困難な場合は、伐採木を防風ネット又はビニールシート

で二重に覆い、焼却・粉砕まで成虫が飛散するのを防ぐ。  

※特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律施行規則第二条第十五号の

規定に基づく環境大臣が定める動物及び運搬に係る要件を確認した上で適切な方法で実

施すること。  

 

運搬の際は枝をネットで二重に覆う  残った切り株もネットで覆う  

a0303
テキストボックス
対策Ｅ

a0303
テキストボックス
奈良県クビアカツヤカミキリ確認マニュアル　ｐ１３




